
平成３１年度 みどりと水の地球科 成果と課題  

３年生  

○成 果  

 昆虫探しは、楽しみながら行うことができた。また、３学期昆虫のお話を聞くことがで

きたこともよかったと思います。  

 切り干し大根作りは、地域の特産物である大根を育て、切り干し大根を作った。野菜を

育てる活動をすることができ、子ども達も意欲的であった。さらに自分たちで育てた大根

を切り干し大根にすることで、地域の特産品について知るとともに、作り方の体験するこ

とができた。  

大根についてさらに調べたことをまとめ、大根の発表会に向けて準備した。  

○課 題  

 昆虫について分かったことをまとめることがなかったので、発信する場を設けるとよか

った。大根の世話があまりできなかったので、大根の育ち方などを調べたり、お話を聞い

たりできるとよかった。  

 

４年生  

○成 果  

地域の天然記念物である小堤西池のカキツバタ群落を題材に取り上げたことで、子ども

たちにとって身近なもので関心をもたせやすかった。  

 実際に咲いているカキツバタの見学や、除草作業の様子を見ることで、自分たちにとっ

てより身近に感じ、学習することができた。  

 関心が高まったところで、カキツバタや小堤西池について調べていくことで、大昔から

存在していることや先人たちが守り続けていることを知った。  

 自分たちで調べたり、カキツバタを守る会の方々の話を聞いたりして、カキツバタ群落

が大切に守られていることを感じ、自分たちも先人たちのように、未来にこのカキツバタ

群落を残していきたい、ずっと美しい花が咲き続けてほしいという強い思いをもつことが

できた。  

 カキツバタ群落を守り未来につなげるために、今自分たちにできることを考え実行して

いこうとすることができた。  

○課 題  

 身近な環境について、考え環境破壊にならないような小さなことを実践していこうとす

ることはできたが、地球規模まで考えることはなかなか難しいと感じた。  

 

５年生  

○成 果  

・岩ケ池は、児童にとって大変身近なものであり、知っているようで知らない部分もある

とても良い教材である。そのため、岩が池の様子を見に行くことで、児童から自然と「池

をとりまく環境をきれいにしたい」という思いがでてきた。  

・竹炭体験から、竹炭も身近にあるものであることを実感できた。また、講師の先生の話

から、池をきれいにするために活用していきたいという気持ちを高めることができた。  



・水質調査キットを使い、水質を調べ、値が変化していくことで、竹炭の効果を実感する

ことができた。  

○課 題  

・岩が池の工事が始まってしまったため、今年度は竹炭を池の中へ入れに行くことができ

なかった。  

・水質調査を行う薬品のことについて、もっと児童に調べさせたり、専門家から話を聞け

たりするとよかった。  

・実際に池に竹炭を入れるにしても、池の水をきれいにするには、大量の竹炭を入れなく

てはならないので、池の水をきれいにするという児童の目的は果たすことができないか

もしれない。  

 

６年生  

○成 果  

・北っ子の森の環境や歴史について、興味をもって調べることができた。  

・実際に見に行ったり、１年生を案内したりすることで、より詳しく調べたいという思い

をもたせることができた。  

・刈谷の小学校の中で、森のある小学校は珍しく、誇りをもって調べることができた。  

・北っ子の森をこれからもきれいに保ち続けたいという思いをもち、そのためにできるこ

とを調べることができた。  

○課 題  

・今後のためにできることとして、１年生に北っ子の森のすばらしさを伝える予定だった

が、コロナ関連の影響によりできなかった。  

・令和２年度は、北っ子の森の整備をしていただいているデンソーの方にお話を聞いたり、

講師の方を招いて学年探鳥会を開催したりして、より北っ子の森について関心を高め、

学びを深めていきたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３１年度 みどりと水の地球科 保護者アンケート  

 

 

 



 

 

 


